
5
月
24
日
（
金
）
滑
川
市
ス
ポ
ー

ツ
・
健
康
の
森
公
園
に
て
「
第
14
回

と
や
ま
森
の
祭
典
」
が
開
催
さ
れ
、

農
林
業
関
係
者
や
一
般
の
方
な
ど
約

２
，
０
０
０
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
森
の
祭
典
は
置
県

１
３
０
年
並
び
に
滑
川
市
制
60
周
年

の
記
念
行
事
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
多
く
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
、
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は

森
林
関
係
、
農
業
関
係
及
び
土
地
改

良
事
業
関
係
を
紹
介
す
る
展
示
ブ
ー

ス
を
設
置
し
ま
し
た
。

土
地
改
良
事
業
関
係
を
紹
介
す
る

展
示
ブ
ー
ス
で
は
、
管
内
の
事
業
実

施
地
区
や
小
水
力
発
電
な
ど
を
紹
介

す
る
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
多
く
の
参

加
者
に
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
指
導
課

計
画
班
】

た
め
池
等
整
備
事
業
「
片
貝
川
沿

岸
地
区
」
は
、
水
路
決
壊
に
よ
る
農

地
や
民
家
等
へ
の
被
害
を
未
然
に
防

止
す
る
と
と
も
に
、
用
水
の
安
定
供

給
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平

成
23
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で
の

５
年
間
で
用
水
路
の
改
修
を
行
っ
て

い
ま
す
。

対
象
路
線
は
、
魚
津
市
の
二
級
河

川
片
貝
川
（
黒
谷
頭
首
工
）
か
ら
取

水
し
、
下
流
域
の
約
２
５
０
㌶
を
か

ん
が
い
す
る
右
岸
幹
線
用
水
路
（
隧

道
）
と
天
神
野
用
水
路
の
約
７
９
０

ｍ
の
区
間
で
す
。
こ
の
施
設
は
、
築

造
か
ら
約
50
年
以
上
経
過
し
て
お
り
、

近
年
で
は
沿
線
法
面
か
ら
の
崩
壊
が

発
生
す
る
な
ど
、
そ
の
崩
落
に
よ
る

水
路
決
壊
等
の
危
険
性
が
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
改
修
す
る

必
要
が
生
じ
て
い
ま
す
。

本
年
度
も
引
き
続
き
、
補
正
予
算

等
を
活
用
し
な
が
ら
、
稲
作
が
終
わ

る
秋
頃
か
ら
水
路
の
改
修
工
事
を
行

う
予
定
で
す
。

【
農
村
整
備
課

水
利
防
災
班
】

こ
の
４
月
で
新
川
農
林
振
興
セ
ン

タ
ー
所
長
を
拝
命
し
て
か
ら
、
二
年

目
と
な
り
ま
し
た
。
管
内
の
皆
様
に

は
、
平
素
、
当
セ
ン
タ
ー
管
内
の
農

林
業
の
振
興
や
農
業
・
農
村
整
備
事

業
の
推
進
に
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

富
山
県
は
、
今
年
で
、
置
県
１
３

０
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
先

人
の
皆
様
が
こ
れ
ま
で
苦
労
を
重
ね
、

営
々
と
築
き
上
げ
て
き
た
農
業
水
利

施
設
や
肥
沃
な
水
田
は
、
良
質
米
の

生
産
は
も
と
よ
り
、
洪
水
の
防
止
や

美
し
い
農
村
風
景
を
形
成
し
、
新
川

地
域
発
展
の
基
盤
を
作
っ
て
き
た
も

の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
を
踏
ま
え
、
新

川
地
域
に
お
い
て
は
、
農
業
の
担
い

手
の
育
成
を
基
本
と
し
て
、
農
業
経

営
の
体
質
強
化
を
図
る
た
め
、
消
費

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
、
一
層
の
低
コ

ス
ト
生
産
や
、
園
芸
作
物
や
農
産
加

工
等
の
導
入
に
よ
る
経
営
の
複
合
化
、

北
陸
新
幹
線
の
開
業
を
見
据
え
た
農

業
の
六
次
産
業
化
等
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
農
業
の
持
続
的
な
発
展
を

図
る
た
め
、
環
境
に
優
し
い
農
業
生

産
や
農
村
環
境
の
保
全
、
中
山
間
地

域
の
活
性
化
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
等
も
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
加
速
す
る
た
め
、
平
成

25
年
度
に
お
い
て
は
、
継
続
事
業
に

加
え
、
新
規
要
望
地
区
の
中
か
ら
、

国
の
緊
急
経
済
対
策
に
伴
う
平
成
24

年
度
補
正
予
算
に
よ
り
、
朝
日
町
窪

田
地
区
で
大
区
画
ほ
場
整
備
を
実
施

す
る
ほ
か
、
滑
川
市
鋤
川
地
区
で
農

業
用
水
を
活
用
し
た
小
水
力
発
電
施

設
の
整
備
、
黒
部
市
愛
本
新
地
区
で

の
愛
本
新
用
水
路
の
改
修
工
事
を
前

倒
し
で
着
手
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

豊
か
な
水
や
整
備
さ
れ
た
農
業
水

利
施
設
等
新
川
地
域
の
素
晴
ら
し
い

資
源
を
活
か
し
、
人
が
輝
く
、
元
気

な
農
業
・
魅
力
あ
る
農
村
を
め
ざ
し

て
、
地
域
の
皆
様
と
共
に
、
職
員
一

同
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（１） 新川水土里たより 第１４号 平成２５年７月２５日（木） 新川水土里たより 第１４号 平成２５年７月２５日（木） （４）

事
業
地
区
紹
介

た
め
池
等
整
備
事
業

片
貝
川
沿
岸
地
区

6
月
18
日
に
県
内
は
梅
雨
に
入
り

ま
し
た
が
、
晴
れ
の
日
が
多
く
、
梅

雨
を
感
じ
さ
せ
な
い
天
気
が
続
い
て

い
ま
す
。
7
月
1
日
（
国
民
安
全
の

日
）
に
管
内
の
農
業
用
た
め
池
及
び

地
す
べ
り
防
止
区
域
の
巡
視
活
動
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
概
ね
良
好
に
管

理
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
農

家
の
方
や
土
地
改
良
関
係
の
方
が
大

雨
等
に
よ
り
被
災
し
な
い
よ
う
に
、

日
頃
か
ら
土
地
改
良
施
設
を
大
切
に

さ
れ
て
お
ら
れ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。今

後
と
も
土
地
改
良
施
設
が
大
切

に
守
ら
れ
続
け
る
こ
と
を
祈
る
ば
か

り
で
す
。

【
折
川
】

人
が
輝
く
新
川
地
域
の
元
気
な
農
業
・
魅
力
あ
る

農
村
を
め
ざ
し
て
（
そ
の
２
）

所
長

作
井
英
人

第１４号

「第
14

回
と
や
ま
森
の
祭
典
」で

土
地
改
良
を
Ｐ
Ｒ

老
朽
化
し
て
改
修
が
待
た
れ
る
天
神
野

用
水
路
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蓑
輪
頭
首
工
は
、
早
月
川
扇
状
地

の
扇
頂
部
、
滑
川
市
蓑
輪
地
先
に
設

置
さ
れ
た
取
水
施
設
で
す
。
今
回
は
、

こ
の
施
設
が
設
置
さ
れ
た
背
景
な
ど

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

早
月
川
扇
状
地
に
古
く
か
ら
開
け

た
水
田
は
砂
質
土
壌
で
あ
っ
た
た
め
、

水
の
浸
透
が
多
く
、
こ
の
こ
と
が
稲

の
生
育
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
ひ
と
た
び
干
天
が
続

く
と
、
た
ち
ま
ち
水
不
足
を
引
き
起

こ
し
、
干
ば
つ
被
害
が
毎
年
の
よ
う

に
発
生
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

各
用
水
の
取
水
口
は
、
７
箇
所
に
分

散
し
、
大
水
に
な
る
た
び
に
補
修
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
で
し
た
。

水
不
足
の
折
に
は
、
水
利
協
調
会

が
開
か
れ
、
用
水
ご
と
に
日
時
を
決

め
て
水
を
流
す
、
「
番
水
（
ば
ん
す

い
）
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
番
水

が
行
わ
れ
る
区
域
で
は
、
大
急
ぎ
で

水
を
あ
て
、
水
の
取
り
す
ぎ
を
防
ぐ

た
め
、
昼
も
夜
も
見
張
り
を
付
け
、

そ
れ
で
も
、
水
の
取
り
合
い
に
よ
る

争
い
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。
昭
和

23
年
、
24
年
に
は
連
続
し
て
ひ
ど
い

干
天
が
続
き
農
家
は
困
り
果
て
て
い

ま
し
た
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
当

時
、
早
月
加
積
村
長
で
あ
っ
た
石
坂

専
吉
は
取
り
入
れ
の
合
口
化
を
目
指

し
、
昭
和
25
年
２
月
か
ら
、
周
辺
の

町
村
長
に
そ
の
必
要
性
を
説
明
し
、

参
加
協
力
の
要
請
を
始
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
合
口
化
に
対
し
て
は
根
強

い
反
対
も
あ
り
、
心
労
で
石
坂
専
吉

は
倒
れ
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
を
引
き

継
い
だ
石
坂
清
も
精
力
的
に
地
域
の

説
得
に
あ
た
り
、
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、

昭
和
27
年
７
月
に
同
意
に
至
り
、
国

営
農
業
水
利
事
業
と
し
て
事
業
採
択

に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

事
業
は
昭
和
28
年
に
着
手
し
ま
し

た
。
約
３
５
０
０
㌶
の
農
地
を
受
益

と
し
、
近
代
的
頭
首
工
と
取
水
設
備
、

約
４
３
０
０
ｍ
の
導
水
路
等
を
新
設

し
、
昭
和
37
年
に
完
工
し
ま
し
た
。

受
益
地
内
で
は
、
昭
和
32
年
か
ら

昭
和
38
年
に
か
け
、
水
田
の
漏
水
抑

制
の
た
め
、
流
水
客
土
が
実
施
さ
れ
、

昭
和
40
年
か
ら
昭
和
48
年
に
か
け
て

は
、
郷
用
水
、
鋤
川
用
水
、
北
野
川

用
水
、
右
岸
の
吉
野
川
縁
用
水
を
改

修
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
44
年
か

ら
昭
和
48
年
に
か
け
て
、
大
浦
用
水
、

大
崎
野
用
水
の
改
修
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
昭
和
53
年
か
ら
昭
和

55
年
に
か
け
て
、
農
業
用
水
路
の
維

持
管
理
費
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

早
月
川
発
電
所
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
で
は
、
平
成
18
年
か
ら
平
成

22
年
に
か
け
て
、
県
営
基
幹
水
利
施

設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
に

よ
り
、
頭
首
工
本
体
や
水
門
等
の
各

施
設
の
補
修
や
平
成
20
年
か
ら
平
成

24
年
に
か
け
て
県
営
か
ん
が
い
排
水

事
業
に
よ
り
吉
野
川
縁
用
水
の
改
修

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

蓑
輪
頭
首
工
と
そ
の
関
連
施
設
は
、

建
設
の
構
想
時
か
ら
現
在
ま
で
、
様
々

な
苦
労
や
努
力
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
こ
と
を
忘
れ
ず

に
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

【
指
導
課

計
画
班
】

去
る
６
月
６
日
、
魚
津
総
合
庁
舎

の
前
庭
に
て
、
置
県
１
３
０
年
と

「
十
二
貫
野
用
水
」
の
支
川
「
龍
の

口
用
水
」
の
石
管
展
示
パ
ネ
ル
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
記
念
し
て
、
庁
舎
管

理
を
担
う
総
合
県
税
事
務
所
魚
津
相

談
室
の
上
野
真
里
子
室
長
と
一
緒
に
、

富
山
県
森
林
研
究
所
が
開
発
し
た
優

良
無
花
粉
ス
ギ
「
立
山

森
の
輝
き
」

を
植
樹
し
ま
し
た
。

そ
の
日
は
、
昭
和
24
年
に
土
地
改

良
法
が
制
定
さ
れ
た
日
に
当
た
り
、

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
年
度
よ
り
６

月
６
日
を
「
土
地
改
良
の
日
」
と
し

て
、
農
業
・
農
村
整
備
に
お
け
る
先

人
の
ご
労
苦
に
感
謝
し
、
そ
の
重
要

性
を
広
く
啓
発
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ご
来
所
さ
れ
た
折
に
は
、
展
示
パ

ネ
ル
と
植
樹
し
た
無
花
粉
ス
ギ
「
立

山

森
の
輝
き
」
を
是
非
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
所

長
】

今
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
ま
で
の

６
年
間
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農

業
経
営
を
確
立
し
、
併
せ
て
担
い
手

の
育
成
と
農
地
利
用
集
積
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
区
画
整
理
に
よ

る
ほ
場
の
大
区
画
化
（
５
１
．
３
㌶
）
、

客
土
工
（
２
５
．
６
㌶
）
、
水
路
及

び
農
道
等
を
総
合
的
に
整
備
す
る
経

営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
「
窪
田
地

区
」
に
着
手
し
ま
す
。

当
地
区
は
、
県
東
部
の
朝
日
町
と

入
善
町
の
境
界
に
位
置
し
、
黒
部
川

右
岸
扇
状
地
に
展
開
す
る
地
域
で
、

大
正
２
年
〜
５
年
に
耕
地
整
理
事
業

に
よ
り
10
㌃
の
小
区
画
に
整
備
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
地
区
内
に
は
小
区
画
の
ほ

場
の
他
に
も
不
整
形
な
ほ
場
や
狭
小

な
農
道
が
あ
り
、
営
農
に
多
大
な
労

力
を
要
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
現

況
の
水
路
の
ほ
と
ん
ど
が
土
水
路
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
水
路
ロ
ス
に
よ
る

用
水
量
不
足
や
水
路
護
岸
の
修
復
や

泥
上
げ
等
の
維
持
管
理
に
も
多
大
な

労
力
を
要
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
本
地
区
の
水
路
に
は
ド
ジ
ョ

ウ
や
ホ
タ
ル
な
ど
の
稀
少
な
生
物
が

生
息
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
改
修
予

定
の
水
路
の
一
部
区
間
に
お
い
て
は

魚
巣
ブ
ロ
ッ
ク
や
植
生
ブ
ロ
ッ
ク
を

設
置
す
る
な
ど
環
境
に
配
慮
し
た
工

法
で
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。今

年
度
は
、
測
量
設
計
を
行
い
、

順
次
工
事
を
行
う
予
定
で
す
。

【
農
村
整
備
課

農
地
整
備
第
一
班
】

（３） 新川水土里たより 第１４号 平成２５年７月２５日（木） 新川水土里たより 第１４号 平成２５年７月２５日（木） （２）

優
良
無
花
粉
ス
ギ

「
立
山

森
の
輝
き
」
を
植
樹

〜
６
月
６
日
を
「
土
地
改
良
の
日
」
に
〜

蓑
輪
頭
首
工

（
右
岸
側
下
流
よ
り
上
流
側
を
望
む
）

土
地
改
良
施
設
紹
介

〜
蓑
輪
頭
首
工
の
歴
史
〜

築
造
中
の
蓑
輪
頭
首
工

新
規
地
区
紹
介

経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業

窪
田
地
区
（
朝
日
町
）

窪
田
地
区
の
現
況

（
小
区
画
の
ほ
場
が
広
が
る
）

展
示
さ
れ
て
い
る
石
管
の
横
に
優
良
無

花
粉
ス
ギ
「
立
山
森
の
輝
き
」
を
植
樹
す

る
上
野
室
長
と
作
井
所
長

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
「
龍
の
口
用
水
」

の
石
管
を
紹
介
す
る
展
示
パ
ネ
ル


